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新型コロナウイルス対策に関する各局区の対応状況（５月１４日時点） 

カテゴリ 実施概要

本部 

○第 1４回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、緊急事態宣言下における本市の医療体制及び川崎市緊急経済対策の策
定についての情報共有を図った。（4/30） 

○第1５回対策本部会議の実施 
 ・対策本部会議を実施し、国の専門家会議の提言についての解説、緊急事態宣言延長に伴う本市
の対応について情報共有を図った。（５/７）

健康福祉 

○新型コロナウイルス感染症 市内発生状況 
・陽性者数 262 人 
・退院(治癒)者数 77人 
・死亡者数 17人  
・感染経路 家族内 53 人、陽性者と接触 35、その他 11（ライブ、海外渡航等）、不明・調査中 163
人 ※令和 2年 5月 14日現在 
・検査人数 2,691人 
・検査数 2,774 件 ※令和 2年 5月 13日現在 

○帰国者・接触者相談センター 
・現時点での相談受付数は 14,443 件（2月 10日 ５月 14 日） 

○川崎市新型コロナウイルス感染症コールセンター ※4月16日より21時まで時間延長 
・現時点での相談受付数は 10,987 件（2月 20日 5 月 14 日） 

○住居確保給付金制度（家賃補助） 
・だい JOBセンターにおいて、離職･休業された方からの問合せが増加している。 
電話相談件数 1,876 件（4/1 5/12 実績。４月は前年度比で約 8.6倍） 
来所相談件数  842件（4/1 5/12 実績。4月は前年度比で約 2.6 倍） 

   申請件数    316 件（4月(見込み)） 
○一時的な資金の緊急貸付 
・休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、緊急小口資金などの特例貸し付けを、市
内社会福祉協議会の窓口（各区福祉パル）において実施した。 
・現時点での相談件数は6,445件、申請受付件数が 2,660 件（緊急小口資金 2,367 件、総合支援
資金293件）となっている。（3/25 5/8） 

○神奈川モデルにおける機能別医療機関の確保状況 
・高度医療機関（重症者対応）2施設 25病床 
・重点医療機関（中等症者対応）6施設 231 病床 
・重点医療機関協力病院（疑似症者対応）３施設25病床 ※５月１４日時点 

○PCR集合検査場を市内３か所に開設
 ・川崎市医師会に運営を委託し、５/１１(月)に２か所、１２(火)に１か所を開設。 
※ 設置場所は、円滑な運営と患者のプライバシーを守るため非公表。 
・各検査場は、週２ ３日、１３ １５時に稼働。
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区役所 

〇川崎区本部の活動状況 
・第９回区本部会議を開催し、第14 回市本部会議の報告等について情報共有を図った。（4/30） 
○幸区本部の活動状況 
・第1９回区本部会議を開催、市区内の状況報告及び今後の体制等について（5/7） 

○高津区本部の活動状況 
・第16回区本部会議を開催し、市本部会議の内容や区内の状況の情報共有を行った。（4/30） 
・第 17 回区本部会議を開催し、市本部会議の内容や、特別定額給付金の制度概要等について情報
共有を行った。（5/8） 

○中原区本部の活動状況 
・第18回区本部会議を開催（①市本部会議の報告、②課題と今後の対応）（4/30） 
・第 19回区本部会議を開催（①市本部会議を踏まえた区本部の対応、②区の状況その他（5/7） 
・「おうち時間Nakahara」区 HP掲載（4/20） 
・「小杉駅周辺テイクアウトできる店マップ」スーパー等への設置（4/28） 
・「STAY HOME守ろうみんなのいのち みんなのまち」区HP掲載（4/28） 

〇宮前区本部の活動状況 
・第17回区本部会議を開催し、区内状況について情報共有を行った(4/30) 
・みやまえ通信を発行し、こころの電話相談の案内、郵送で行うことができる区役所の手続きに
ついて区ホームページに掲載、関係機関に配架した。(5/1) 
・第 18回区本部会議を開催し、定額給付金の準備状況等、情報共有を行った(5/7) 

○多摩区本部の活動状況 
・第17回区本部会議を開催した。主な議題は、①第14回市本部会議の報告 ②ＢＣＰ延長に伴
う体制の確認 ③区内の状況の情報共有 ④緊急避難所における対応など。（5/1） 
・第 18回区本部会議を開催した。主な議題は、①第15回市本部会議の報告 ②特別定額給付金
に伴う区民課窓口体制の確認 ③区内の状況の情報共有 ④ＢＣＰ延長に伴う体制の確認な
ど。（5/7） 
・第 19回区本部会議を開催した。主な議題は、①区内の状況の情報共有 ②緊急避難所における
対応など。（5/13） 

○麻生区本部の活動状況 
・第22回区本部会議を開催し、市本部会議の内容について情報共有を行ったほか、特別定額給付
金に対応する区の体制について検討した。（4/30） 
・第 23回区本部会議を開催し、市本部会議の内容について情報共有を行ったほか、特別定額給付
金に対応する区の体制について検討・確認した。（5/7） 
・特別定額給付金に関わる来庁者対応として、まちづくり推進部各課による区民課応援体制を開
始した。（5/8） 
・特別定額給付金を装った詐欺に関して、区内の防犯情報を発信している「麻生セーフティメー
ル（ASM）」で注意喚起を行った。（5/12）

教育 
〇 市立学校における臨時休業期間の延長 
・暫定的な措置として５月８日（金）までの延長としていたが、５月４日（月）に国による緊急事
態宣言の延長の決定があり、当該宣言の定める期限である５月３１日（日）まで、臨時休業期間を
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延長とした。６月１日（月）以降の対応については、国・県の方針、新型コロナウイルスの感染状
況等を踏まえ、改めて決定する。（５/４） 
〇 家庭学習への支援 
・御家庭での児童生徒の学習を支援するため、児童生徒（または保護者）の分散、時差または個別
での来校による、学校での学習相談や学習課題の配布・回収等、御家庭への学習課題のポスティン
グ等を各学校の状況に応じて実施する。 
・川崎市総合教育センターのホームページにおいて、ICTを活用した家庭学習のためのWEBサイト
の紹介をする。（５/４） 
〇 「個別相談等の支援」・「児童生徒の居場所」等の継続 
・不安等を抱える児童生徒への希望制による個別相談等の支援については継続する。また、「児童
生徒の居場所」・「わくわくプラザ」についても、やむを得ない特別な事情のある児童を対象とし
て、引き続き運営する。特別支援学校の「児童生徒の居場所」における給食の提供は中止とする。 
（５/４） 
〇 自然教室について 
・市立小学校の自然教室については、延期日程の調整が困難なため、中止とする。 
・市立中学校の自然教室については、現段階では検討中。（５/４） 
〇 インターネット等、ＩＣＴ活用の情報提供 
・各小学校・中学校に「臨時休業期間における家庭学習について（通知）」を発出し、インターネ
ットを活用した動画配信等や、ＴＶ会議システムを活用した取組について情報提供。（５/７） 
〇インターネット等、ＩＣＴを活用した「オンライン指導」について 
・各学校に「インターネット等、ＩＣＴを活用した『オンライン指導』について（通知）」を発出
し、次の各ガイドラインに沿った運用を依頼した。 
①令和２年度「オンライン指導」に関するガイドライン 
②双方向のオンライン指導「zoom」等の利用の手引き 
③単方向のオンライン指導「YouTube」等の利用の手引き （５/７）
〇 修学旅行について 
・市立小学校の修学旅行（於 日光・６年生対象）については、代替日程の確保が困難である等の
ため、今年度は中止とする。各学校におきまして、新型コロナウイルス感染症の状況に応じ、校外
学習など代替行事の実施について検討していく。（５/１３） 
・市立中学校の修学旅行（３年生対象）については、現段階では秋季への延期について検討中。実
施の可否については、７月中を目途に決定する予定。（５/１３） 
〇 特別支援学級合同林間学校等について 
・市立小学校特別支援学級の合同林間学校（於 川崎市八ヶ岳少年自然の家 長野県諏訪郡富士
見町・４年生対象）、及び市立中学校特別支援学級の連合宿泊（於 川崎市八ヶ岳少年自然の
家・全学年希望者）についても、今年度は中止とする。（５/１３） 

○市立図書館及び博物館施設の対応 

・4月 7日の緊急事態宣言に伴い、市立図書館（分館・閲覧所を含む）全 13館を 4月 11 日
（土）から 5月 6日（水）まで休館とし、ホームページからの資料の予約も休止した(4/9)が、
5月 31 日（日）まで同様の対応とした。（5/8） 
・青少年科学館については、５月６日までとしていた全館休館を５月３１日（日）まで延長する
こととした。
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 ・日本民家園については、５月６日までとしていた休園を５月３１日（日）まで延長すること
とした。（5/7） 

こども 

○保育所 
・緊急事態宣言の延長に伴い、登園自粛要請の期間を5月 31 日（日）まで延長（5/7） 
・保育所等の施設宛てに、保護者からの相談支援や子どもの状況確認の観点から、登園を自粛して
いる子どもと保護者への対応等についての文書を発出（5/8） 
・私立幼稚園あて休業中している場合の幼児・保護者との連携や園・保護者からの相談があった場
合の連絡等について文書を発出（5/8） 
・保護者、園児に向けた動画配信、絵本の貸出しを開始（5/11） 
○青少年施策 
・学校の臨時休業期間の延長に伴い、わくわくプラザの縮小運営を5月 31 日（日）まで延長（5/4）
・本市行政運営方針の延長に伴い、こども文化センター・青少年教育施設の臨時休館を５月 31 日
（日）まで延長（5/7） 

○母子保健・家庭支援 
・4 月 30 日（木）から緊急事態宣言の終了翌開庁日の間、特例的に郵送による妊娠届出の受付、
母子健康手帳の交付を開始（4/30） 
・ひとり親家庭等臨時特別給付金の支給を決定（5/8） 

○虐待・DV対策 
 ・保護者が感染症に罹患し入院するなど、養育者が不在となった場合に聖マリアンナ医科大学病院
と連携した一時保護を実施（5/1）

消防 
○消毒用アルコールの安全な取扱いの周知 
消毒用アルコールを使用する機会が増えていることから、注意点について市ホームページに掲載し

た。（5/13）

水道 
○上下水道部の活動状況 
・第10回上下水道部会議を開催し、市対策本部会議の情報共有のほか、ＢＣＰ延長に伴い安定的
かつ持続的な業務継続及び勤務体制に取組む方針を決定した。（5/7）

廃棄物 

○廃棄物処理法に基づく関係業者への対策の周知
・環境省「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令の施行及び新型コ
ロナウイルス感染症に係る廃棄物の円滑な処理等について（通知）」に基づき、市ＨＰに通知を
掲載等し、市内の排出事業者及び廃棄物処理事業者に対して情報提供を行った。（5/7） 
・環境省「新型コロナウイルスに係る廃棄物対策のチラシの周知について（事務連絡）」に基づ
き、市ＨＰにチラシを掲載等し、市内の排出事業者及び廃棄物処理事業者に対して情報提供を
行った。（5/7） 
・環境省「新型コロナウイルスに関する医療関係機関等向けチラシの更新及び家庭向けチラシの
作成について」に基づき、市ＨＰにチラシを掲載等し、市内の排出事業者及び廃棄物処理事業
者に対して情報提供を行った。（5/11） 
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企業 

○中小企業支援
・本市（海外ビジネス支援センター・金融課・中小企業溝口事務所）、市産業振興財団、市信用保
証協会に設置している「相談窓口」における相談件数は 5,693 件となっている。（5/13） 

 ・金融課、溝口事務所におけるセーフティネット・危機関連保証等の認定件数は2,209 件となっ
ている。（5/13） 

  ・市内でテイクアウトやデリバリーができる飲食店の情報を積極的に発信するとともに、職員が
率先して昼食時のお弁当等を率先して購入する「もちかえりプロジェクト」を開始した。
（4/20）   

 ・特別定額給付金の給付にあわせて、新型コロナウイルスの影響により売上が大幅に減少してい
る飲食店、宿泊施設、生活関連サービス、小売店等への支援策として「川崎じもと応援券」推
進事業を実施する。（5/15） 

 ・民間の金融機関と連携した信用保証料ゼロ・実質無利子の融資制度を新たに創設した。（5/15）

税務 

○徴収猶予の「特例制度」の受付及び適用開始 
 ・地方税法の一部を改正する法律が施行されたことにより、徴収猶予の「特例制度」について、
申請の受付を開始した。（4/30）また、窓口混雑による感染拡大を防止する必要性から、市HP
において、郵送での申請を案内するページを新たに設置した。（5/12） 

○市税証明書の交付手数料の免除 
・新型コロナウイルス感染症に係る各種支援制度の申請等に必要となる課税額証明書や納税証明
書などの市税証明書の発行手数料を当分の間免除することとし、報道発表（5/14）の後、当分
の間実施する。（5/15 ）

広報 

〇市民が必要とする情報を市長等が伝える動画の配信 
・新型コロナウイルス感染状況や市の取組など、市民が必要とする情報を市長や職員が説明する
内容を、ほぼ毎日、「YouTube 川崎市チャンネル」に掲載するとともに、市ホームページで公
開している。（4/24 ）

〇子ども達に向けた本市ゆかりの著名人等によるメッセージ動画の配信 
・市立学校の臨時休業中に自宅等で過ごす子ども達へ活力を届けるため、様々な分野で活躍する 
著名人やプロフェッショナルの方々に協力いただき、子ども達へ向けたメッセージ動画を収録 
し、「YouTube 川崎市チャンネル」に掲載するとともに、市ホームページで公開している。 
（5/12 ）


